
関
ヶ
浜
の
皆
さ
ん
が
モ
ル
ッ
ク
に
挑
戦

関
ヶ
浜
の
皆
さ
ん
が
モ
ル
ッ
ク
に
挑
戦

議
会

だ
よ

り
わ

き
 第
1
4
0
号

2
0
2
5（

令
和

7
）
年

８
月

１
日

発
行

発
行

者
/和

木
町

議
会

　
編

集
/和

木
町

議
会

広
報

広
聴

常
任

委
員

会
　

〒
74

0
-8

5
01

  山
口

県
玖

珂
郡

和
木

町
和

木
１

丁
目

１
番

１
号

  T
E
L（

0
8
2
7
）

5
2
-21

3
7
  E

-m
a
il：

g
ika

i@
tow

n
.w

a
ki.lg

.jp

編
集
後
記

編
集
後
記

　
携
帯
電
話
な
の
に
電
話
（
通
話
）

は
し
な
い
。

　
い
ま
、
相
手
が
通
話
で
き
る
状
況

に
あ
る
の
か
な
い
の
か
分
か
ら
な
い

た
め
、
L
I
N
E
で
の
連
絡
が
増
え

ま
し
た
。

　
会
話
を
し
て
用
事
を
伝
え
る
こ
と

な
く
、
文
書
で
の
連
絡
の
機
会
は
格

段
に
増
え
て
、
そ
の
都
度
、
打
ち
込

ん
だ
文
章
（
文
字
）
が
間
違
っ
て
い

な
い
か
、
ち
ゃ
ん
と
意
味
（
意
思
）

は
伝
わ
る
の
か
、
何
度
も
読
み
返
し

て
は
送
信
ボ
タ
ン
を
ポ
チ
ッ
と
。

　
そ
れ
で
も
時
々
起
こ
っ
て
し
ま
う

「
読
み
手
」と「
書
き
手
」の
取
り
違
い
。

L
I
N
E
は
慌
て
て
送
ら
ず
、
慌
て

て
読
ま
ず
。
皆
さ
ん
ご
注
意
を
。

　
そ
し
て
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
も

ゆ
っ
く
り
と
慌
て
ず
に
読
ん
で
く
だ

さ
い
ね
。

（
津
島 

宏
保
）

議長 兼 本 信 昌

森　脇　明　美
広報広聴委員長

上田  丈二　　中村  充子
明本  光弘　　津島  宏保

広 報 部

発行責任者

議
会
だ
よ
り

2025.  8. 1
第

140
号

旧
保
育
所
の
解
体
工
事
始
ま
る

一
般
質
問

地
域
の
課
題
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

岩
国
短
大
と
町
づ
く
り
懇
談
会

モ
ル
ッ
ク
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

関ヶ浜地区で始まった
「インドアモルック」の会を取材し、
皆さんにモルックの楽しさ、難しさを
インタビューしました .

みんなで和気あいあいとできる。
沢山倒したら嬉しい。

男女年齢問わず、
みんなで楽しめる。

モルックを投げる角度、
標的に直に当てるのが
難しい。

モルックが思った
所に転がらない。

初めてでも
参加できる
ところ。

チームワークが
大事なところ。 仲間の絆が強まるところ。

数を倒すよ
り、

一本は難し
い。

皆とわいわい
言いながら楽しく
できた。

年齢や体の状態に
かかわらず、誰でも
楽しめる。

最後の５０点にもって
いくのが面白いけど
難しい。

転がりの予
想が

つかないこ
と。

モルック棒が円筒形で、
イレギュラー回転するので、
狙いが定まらない点。

12



＊
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
の
シ

　
ス
テ
ム
改
修
業
務
46
万
円

＊
定
額
減
税
の
補
足
給
付
金

　
事
業
　
　
1
1
5
4
万
円

＊
大
規
模
下
水
道
管
路
特
別

　
重
点
調
査

　
　
　
　
　
1
5
8
0
万
円

＊
旧
保
育
所
解
体
工
事

　
　
　
　
　
1
7
5
2
万
円

＊
産
後
ケ
ア
事
業
　
80
万
円

解体を待つ旧保育所

大規模下水道管路調査が行なわれる道路

　

そ
の
他
の
町
内
に
あ
る

老
朽
化
し
た
管
渠
に
つ
い

て
は
、
随
時
調
査
を
行
っ
て
い

く
の
か
。

　

昨
年
度
、
瀬
田
、
関
ヶ

浜
地
区
に
お
い
て
管
路
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は

大
口
径
管
の
調
査
が
優
先
実
施

さ
れ
る
が
、
引
き
続
き
調
査
対

応
も
し
て
い
く
。

　

こ
の
特
別
調
査
と
は
、
老
朽

化
し
た
下
水
道
管
路
の
状
況
を

把
握
し
、
道
路
陥
没
事
故
な
ど

の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
、

全
国
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
る

調
査
。

　

内
径
2
ｍ
以
上
の
下
水
道
管

路
の
う
ち
、
1
9
9
4
年
以
前

に
設
置
・
改
築
さ
れ
た
管
路
が

対
象
。

補
正
予
算 旧

保
育
所
解
体
工
事

　
　
　
　
　
1
7
5
2
万
円
増
額
補
正

６月定例会
　

6
月
定
例
会
は
、
6
月
6
日
か
ら
6
月
19
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
補
正
予
算
で
は
、
物
価
高
騰
に
対
応
し
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
1
人
3
千
円
配
布
や
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
す
る
氏
名
の
振
り
仮
名
変
更
届
け
お
よ
び
、
旧
保
育
所
解
体
工
事
費
な
ど
が
出
さ
れ
、

他
に
公
共
下
水
道
事
業
補
正
や
町
道
路
認
定
、「
町
議
員
・
町
長
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
」
の
改

正
な
ど
も
出
さ
れ
、
全
て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
4
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

　

氏
名
の
振
り
仮
名
法
制
化
に

か
か
る
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

費
。　　

届
出
を
間
違
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
は
。

　
（
上
田
委
員
）

　

振
り
仮
名
の
記
載
後
、

一
回
の
み
変
更
可
能
。
そ

れ
以
降
は
、
家
庭
裁
判
所
の
許

可
が
必
要
。

　

旧
保
育
所
解
体
工
事
の
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
な
ど
の
結
果
、
建

物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
等

が
決
定
。
解
体
工
事
の
総
額
は

4
5
0
0
万
円
と
な
る
。

　

シ
ス
テ
ム
改
修
費
に
3
3
0

万
円
、
補
足
給
付
金
8
0
0
万

円
な
ど
を
増
額
す
る
。

　

産
後
ケ
ア
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

（
灰
岡
議
員
）

　

少
子
化
の
影
響
で
増
え

た
空
き
ベ
ッ
ド
を
利
用
し

て
、
体
調
管
理
や
授
乳
指
導
が

必
要
な
妊
婦
さ
ん
に
利
用
を
進

め
る
。
自
己
負
担
は
令
和
6
年

度
か
ら
無
料
に
し
て
い
る
。

　

管
渠
調
査
の
場
所
に
つ

い
て
問
う
。（
灰
岡
議
員
）

　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
交

差
点
か
ら
、
国
道
2
号
線

を
超
え
て
和
木
ポ
ン
プ
場
に
向

け
て
の
6
0
0
m
の
合
流
管

と
、
雨
水
管
渠
と
し
て
、
三
井

化
学
の
装
束
門
か
ら
小
瀬
川
に

向
け
た
暗
渠
と
、
瀬
田
地
区
の

反
り
橋
か
ら
神
田
地
区
に
向
け

た
雨
水
路
の
計
3
ヶ
所
と
な
る
。

問

問

問

問

答

答 答

答

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
が
終
了
し
、
工
事
費
用
が
4
5
0
0
万
円
と
な
る
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＊
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
推
進
事
業
　
3
5
0
万
円

同
意
案
件

令
和
７
年　

第
２
回
臨
時
議
会

役場でエネマリンの藻場実験

　

４
月
28
日
に
臨
時
議
会
が
開

催
さ
れ
、
報
告
3
件
、
同
意
1

件
、
議
案
1
件
が
提
出
さ
れ
議

会
は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
長
及
び
副
議
長
選

が
行
わ
れ
、
議
長
に
兼
本
信
昌

氏
、
副
議
長
に
森
脇
明
美
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
常
任
委
員
会
、
議

会
運
営
委
員
会
の
構
成
と
正
、

副
委
員
長
の
互
選
と
各
種
委
員

会
、
さ
ら
に
一
部
事
務
組
合
委

員
を
選
び
ま
し
た
。

　

E
N
E
O
S
株
式
会
社
が
開

発
中
の
環
境
に
配
慮
し
た
ア
イ

デ
ア
製
品
（
エ
ネ
マ
リ
ン
・
ボ

タ
ニ
カ
ル
ラ
イ
ト
）
の
実
証
実

験
事
業
を
拡
充
す
る
事
業
。
財

源
と
し
て
、
地
方
独
立
行
政
法

人
山
口
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
委
託
金
を
利
用
。

　

下
水
道
劣
化
対
策
実
証

実
験
に
つ
い
て
問
う
。

（
上
田
委
員
）

　

エ
ネ
マ
リ
ン
に
硫
化
水

素
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ

り
、
下
水
管
腐
食
の
原
因
も
硫

化
水
素
が
原
因
な
の
で
、ど
の
程

度
減
少
す
る
か
と
い
う
実
験
。

　

ボ
タ
ニ
カ
ル
ラ
イ
ト
設

置
と
藻
場
創
造
実
証
実
験

の
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

（
三
分
一
議
員
）

　

ボ
タ
ニ
カ
ル
ラ
イ
ト
設

置
に
つ
い
て
は
、
植
物
発

電
の
利
活
用
や
イ
ン
テ
リ
ア
と

し
て
の
市
場
調
査
を
す
る
た

め
、
町
民
の
目
に
留
ま
る
場
所

へ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
。

　

藻
場
創
造
実
証
実
験
は
、
小

瀬
川
河
口
付
近
の
海
域
で
藻
場

を
作
る
実
証
実
験
。

※
固
定
資
産
評
価
員
に
池
田
剛

を
選
任

　

固
定
資
産
評
価
員
は
、
固
定

資
産
を
適
正
に
評
価
し
、
価
格

の
決
定
を
補
助
す
る
た
め
に
市

町
村
に
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

今
回
の
人
事
で
税
務
課
長
の
池

田
剛
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

委員会構成

総務文教常任委員会

企画、財政、防災、税務、教育等に
関する事項を受け持っている。

委 員 長　 明　本　光　弘
副委員長　 上　田　丈　二
委　　員　 兼　本　信　昌
　　　　　 中　村　充　子
　　　　　 三分一　　　淳

民生建設常任委員会

福祉、住民サービス、土木、都市計画
に関する事項を受け持っている。

委 員 長　 嘉　屋　富　公
副委員長　 灰　岡　裕　美
委　　員　 森　脇　明　美
　　　　　 小　林　秀　嘉
　　　　　 津　島　宏　保

議会運営委員会

委 員 長　 三分一　　　淳
副委員長　 上　田　丈　二
委　　員　 森　脇　明　美
　　　　　 嘉　屋　富　公
　　　　　 明　本　光　弘

議会を、円滑効率的に運用するため
の委員会で、議会運営の責任者である
議長の諮問的な性格を帯びている。

明本委員長 上田副委員長 嘉屋委員長 灰岡副委員長 三分一委員長 上田副委員長

問問 答答
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＊
和
木
町
に
ブ
ッ
ク
オ
フ
を

　
和
木
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て

人
気
の
あ
っ
た
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
が
な
く
な
っ
て
い

る
。

　
和
木
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
和
木
学

園
あ
さ
り
体
験
を
視
聴
し
た
。

　
企
業
の
皆
さ
ん
や
漁
業
組
合

の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て
、
有

意
義
な
学
習
体
験
を
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
学
ん

で
い
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
力
を
借

り
て
、
返
礼
品
も
考
え
て
い
く

の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　
安
価
な
も
の
よ
り
高
額
な
も

の
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
と

考
え
た
。

　
E
N
E
O
S
の
ボ
タ
ニ
カ
ル

ラ
イ
ト
を
返
礼
品
に
で
き
な
い

か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
が
地
場
産
品
と
み

な
さ
れ
る
に
は
、「
製
品
、
あ

る
い
は
原
材
料
が
町
内
で
生
産

さ
れ
た
も
の
」
な
ど
様
々
な
基

準
が
あ
る
。

　
E
N
E
O
S
の
商
品
が
こ
の

基
準
に
合
致
す
る
よ
う
な
製
造

工
程
と
な
れ
ば
、
和
木
町
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
す
る

こ
と
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
は
ま

だ
実
証
実
験
中
で
会
社
と
し
て

事
業
化
に
向
け
引
き
続
き
町
内

で
、
各
種
実
証
事
業
や
市
場
調

査
が
行
わ
れ
る
の
で
、
是
非
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
も
協
力
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

　
自
治
体
に
出
店
し
た

ふ
る
さ
と
ブ
ッ
ク
オ
フ

が
あ
る
の
を
知
っ
た
。

　
書
店
が
な
い
地
域
に
、
本
と

の
出
会
い
を
提
供
す
る
全
国
初

の
「
ふ
る
さ
と
ブ
ッ
ク
オ
フ
」

が
岩
手
県
の
小
さ
な
町
に
で
き

た
。
こ
の
町
で
は
16
年
ぶ
り
の

書
店
復
活
と
な
っ
た
。

　
子
ど
も
に
は
、
本
を
手
に
取
っ

て
読
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
。
本
が
暮
ら
し
の
中
に
必
要

で
あ
る
。

　
和
木
町
に
ブ
ッ
ク
オ
フ
を
入

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

　
書
店
の
な
い
自
治
体

に
、
ブ
ッ
ク
オ
フ
が
出

店
す
る
「
ふ
る
さ
と
ブ
ッ
ク
オ

フ
」
は
、
地
域
の
賑
わ
い
を
生

み
出
す
こ
と
や
、
施
設
の
活
性

化
、
書
籍
を
通
じ
た
地
域
振
興

等
が
期
待
さ
れ
る
。

　
現
在
の
「
ふ
る
さ
と
ブ
ッ
ク

オ
フ
」
は
全
国
で
も
2
店
の
出

店
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
事
例

が
少
な
く
、
ま
た
、
町
内
で
の

提
供
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
運
営

す
る
担
い
手
の
問
題
、
財
政
面

等
の
負
担
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
、
調
査
す
べ
き
事

項
も
多
い
。

　
和
木
町
へ
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
大
変
難
し
い
と
思
う
が
、

今
後
研
究
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問

質
問

課
長

コミセン入口に置いているENEOSの
ボタニカルライト

ボタニカルライトについての説明

教
育
委
員
会

事
務
局
長

中村 充子 議員
なかむら みつこ

Q　ENEOSのボタニカルライトを
　返礼品に

動画はこちら

Aボタニカルライトは実証実験中で
事業化を決定したものではない

住民サービス課長

4
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防
団
等
と
の
連
携
確
認
そ
し

て
、
訓
練
開
始
か
ら
約
２
時
間

以
内
に
避
難
を
完
了
し
た
と
い

う
時
間
的
尺
度
も
確
認
で
き

た
。

　

避
難
訓
練
の
今
後
の

問
題
点
は
。

　

支
援
対
象
者
、
支
援

者
の
安
全
を
確
保
す
る

必
要
性
か
ら
引
き
続
き
、
明
る

い
う
ち
の
避
難
完
了
の
た
め
の

先
行
発
令
を
行
う
と
と
も
に
、

夜
間
に
入
る
と
避
難
が
困
難
に

な
る
こ
と
に
理
解
を
い
た
だ

き
、
明
る
い
う
ち
の
率
先
避
難

を
実
践
し
て
頂
く
よ
う
啓
発
に

努
め
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
熱
中

症
対
策
を
罰
則
付
き
で

事
業
者
の
義
務
と
す
る
改
正
省

令
が
出
さ
れ
た
が
、
本
町
の
取

り
組
み
は
。

　

労
働
安
全
衛
生
規
則

改
正
に
基
づ
き
、
給
食

セ
ン
タ
ー
で
の
、
給
食
セ
ン

タ
ー
職
員
を
対
象
に
熱
中
症
対

応
手
順
書
や
熱
中
症
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配
布
し
、

併
せ
て
施
設
内
に
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
、
日
常
的
な
注
意
喚
起

も
行
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
下
水
道
管
も

設
置
さ
れ
て
50
年
以
上

が
経
過
し
、
交
換
・
改
修
の
時

期
に
来
て
い
る
と
思
う
が
、
前

回
同
僚
議
員
が
質
問
さ
れ
た
、

下
水
道
管
カ
メ
ラ
点
検
と
そ
の

後
の
点
検
状
況
を
問
う
。

　

昨
年
度
に
瀬
田
地
区

及
び
関
ヶ
浜
地
区
に
お

い
て
、
地
区
全
体
の
マ
ン
ホ
ー

ル
調
査
を
行
い
不
明
水
の
流
量

な
ど
か
ら
カ
メ
ラ
調
査
が
必
要

な
箇
所
を
洗
い
出
し
、
カ
メ
ラ

調
査
の
対
象
地
区
を
選
定
し

た
。
調
査
箇
所
は
関
ヶ
浜
地
区

が
約
1
4
0
0
ｍ
、
瀬
田
地
区

が
約
６
０
０
ｍ
。
今
年
度
は

関
ヶ
浜
地
区
の
改
築
事
業
を
実

施
す
る
予
定
。

　

下
水
道
全
体
を
点
検

す
る
計
画
は
立
て
て
い

る
の
か
。

　

和
木
地
区
に
も
調
査

が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、
大
規
模
下
水
道
管

路
特
別
重
点
調
査
が
必
要
と

な
っ
た
の
で
、
今
後
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
検
討

す
る
。

　
（
大
規
模
下
水
道
管
路
特
別

重
点
調
査
と
は
、
町
内
に
敷
設

し
て
い
る
直
径
が
２
ｍ
以
上
の

管
渠
全
て
が
調
査
対
象
で
、
合

流
下
水
道
管
が
約
６
０
０
ｍ
、

雨
水
管
渠
が
約
４
０
０
ｍ
あ

る
。
ト
ー
タ
ル
約
１
０
０
０
ｍ

の
潜
行
目
視
及
び
カ
メ
ラ
調
査

を
行
う
。
ま
た
合
流
下
水
道
管

に
つ
い
て
は
、
空
洞
調
査
も
実

施
す
る
予
定
。）

　

６
月
に
要
援
護
者
の

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
内
容
と
成
果
に
つ
い

て
問
う
。

　

訓
練
の
内
容
は
、
大

雨
に
よ
り
小
瀬
川
に
洪

水
の
恐
れ
が
あ
る
と
の
想
定

で
、
沖
灰
場
・
新
地
地
区
の
住

民
に
対
し
て
、
高
齢
者
等
避
難

を
発
令
し
た
。
地
区
の
支
援
者

と
支
援
対
象
者
、
自
治
会
、
町

と
の
連
携
体
制
を
確
認
し
、
支

援
対
象
者
の
要
請
に
応
じ
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
町
公
用

車
、
消
防
団
車
両
な
ど
に
よ
る

避
難
支
援
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
訓
練
の
成
果
は
、
訓
練

内
容
や
地
区
支
援
者
、
町
、
消

質
問

質
問

課
長

事
務
局
長

課
長

質
問

質
問

質
問

＊
６
月
に
実
施
さ
れ
た

　

避
難
訓
練
に
つ
い
て
は

要援護者の避難訓練

＊
下
水
道
管
の
点
検
は

都
市
建
設

課
　
　
長

企
画
総
務

課
　
　
長

森脇 明美 議員
もりわき あけみ

Q　給食センターの
　熱中症対策の取り組みは

熱中症対応のマニュアルや
手順書を作成している

教育委員会事務局長

動画はこちら
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＊
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
へ
の
給
付
は

　
和
木
町
で
は
、
落
雷

事
故
の
防
止
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い

る
の
か
。　

学
校
等
の
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

を
し
て
お
り
、
気
象
予
報
を
随

時
確
認
し
、
関
係
者
に
情
報
を

提
供
。
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、

落
雷
が
近
づ
く
様
子
が
あ
れ
ば

直
ち
に
活
動
を
中
止
し
、
校
舎

内
に
避
難
。
雷
が
遠
ざ
か
っ
て

20
分
以
上
経
過
し
た
の
ち
に
屋

外
に
出
る
。
安
全
が
確
認
で
き

て
か
ら
帰
宅
さ
せ
る
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
る
。

　
状
況
判
断
や
情
報
を

収
集
し
て
い
る
間
に
、

気
象
状
況
は
変
化
し
、
子
ど
も

達
が
避
難
す
る
時
間
が
難
し
い

状
況
に
な
る
事
も
あ
り
得
る
。

８
月
９
月
は
雷
の
発
生
が
多
く

な
り
危
険
が
高
ま
る
。
落
雷
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
の
に
効
果
的

で
状
況
の
判
断
に
役
立
つ
雷
検

知
器
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
外
の
施

設
を
使
う
際
に
使
う
検
討
は
で

き
な
い
か
。

　
天
候
の
急
変
に
よ
る

落
雷
の
危
険
性
を
い
ち

早
く
認
識
し
、
適
切
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
考
え
る
。
持
ち
運
び
し
や
す

い
雷
検
知
器
を
常
に
携
帯
し
て

お
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
危
険

を
回
避
す
る
危
機
管
理
に
も
つ

な
が
る
。
価
格
も
安
く
て
高
性

能
な
製
品
が
出
て
い
る
の
で
、

検
知
器
を
導
入
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。　

和
木
町
で
は
、
国
民

健
康
保
険
加
入
者
が
受

け
ら
れ
る
給
付
と
し
て
、
健
康

検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
制

度
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
給
付
の
実
施

を
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
現
在
、
国
保
加
入
者

を
対
象
に
、
特
定
検
診

は
実
施
し
て
お
り
、
町
民
を
対

象
に
が
ん
検
診
を
実
施
し
、
新

た
に
、
歯
周
疾
患
検
診
を
今
年

度
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

　
県
内
の
多
く
の
市
町

で
、
国
民
健
康
保
険
加

入
の
方
を
対
象
に
「
は
り
・
き
ゅ

う
」
の
助
成
を
し
て
い
る
。

　「
は
り
・
き
ゅ
う
」
は
身
体

の
自
然
治
癒
能
力
を
高
め
、

様
々
な
症
状
の
改
善
に
役
立
つ

だ
け
で
な
く
、
健
康
増
進
に
も

効
果
が
あ
る
。
高
齢
者
の
方
の

健
康
を
保
ち
日
常
生
活
の
活
動

を
支
え
る
こ
と
に
効
果
が
期
待

で
き
る
。「
は
り
・
き
ゅ
う
」
の

助
成
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

　
昭
和
59
年
度
か
ら
平

成
23
年
度
ま
で
助
成
を

実
施
し
て
い
た
。

　
こ
の
制
度
が
20
年
以
上
利
用

さ
れ
ず
、
医
師
が
認
め
れ
ば
保

険
の
適
用
に
な
る
事
や
町
内
の

指
定
施
術
者
も
不
在
に
な
り
廃

止
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
も
こ
の
状
況
に
変
わ
り

が
な
い
の
で
、
助
成
を
再
検
討

す
る
段
階
に
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問

教
育
長

教
育
長

質
問

質
問

質
問

保
健
福
祉

課
　
　
長

（株）マイゾックス
携帯型雷検知器

雷探くん NTD-P01

課
長

上田 丈二 議員
うえだ じょうじ

Q　園小中学校の落雷事故の
　対応は

A雷検知器の導入を考えている教育委員長

動画はこちら
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の
会
計
に
沿
っ
て
、
今
年
度
新

し
い
経
営
戦
略
を
策
定
し
て
い

く
。

　

短
期
で
行
う
に
は
現

実
的
に
不
可
能
な
金
額

が
か
か
る
と
思
う
が
、
現
状
の

財
政
面
で
、
全
体
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
方
向

性
を
伺
う
。

　

公
営
企
業
会
計
に
移

行
し
た
ば
か
り
で
、
決

算
を
確
認
し
な
が
ら
、
財
政
状

況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
基
本
的
に
は
事
業
費
の
平

準
化
を
目
指
し
て
い
く
。

　

近
年
、
和
木
町
民
か

ら
で
も
「
下
水
道
管
は

大
丈
夫
か
」
と
い
う
声
を
聞
く
。

こ
の
声
を
紐
解
く
と
「
現
状
の

危
険
度
」「
下
水
道
改
築
・
修

繕
事
業
の
計
画
」「
事
業
に
充

て
る
資
金
・
財
源
」
に
該
当
す

る
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

　

ま
ず
、「
現
状
の
危
険
度
」
に

つ
い
て
。
埼
玉
県
八
潮
市
に
お

い
て
、
道
路
か
ら
下
水
道
ま
で

の
深
さ
が
10
メ
ー
ト
ル
、
そ
の

管
径
4
・
75
ｍ
で
あ
り
、
こ
れ

が
大
き
な
事
故
を
誘
発
し
た
。

和
木
町
の
埋
設
の
深
さ
、
管
径

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

　

最
も
下
流
に
位
置
さ

れ
る
下
水
道
遊
園
地
付

近
で
深
さ
が
2
・
６
ｍ
、
そ
の

下
に
２
・
２
ｍ
の
下
水
道
管
が

敷
設
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
管
径
２
ｍ
以
上

の
下
水
道
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
か
。

　

２
ｍ
以
上
の
合
流
管

に
つ
い
て
は
、
町
内
で

約
６
０
０
ｍ
。
雨
水
管
渠
も
合

わ
せ
る
と
約
１
０
０
０
ｍ
で
あ

る
。

　

今
後
の
「
下
水
道
改

築
・
修
繕
事
業
の
計
画
」

に
つ
い
て
。
国
土
交
通
省
の「
下

水
道
事
業
の
維
持
管
理
に
関
す

る
標
準
フ
ロ
ー
」
ど
お
り
、
事

業
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
補
助
を
受
け
る
場
合
の

補
助
事
業
の
対
象
範
囲
に
つ
い

て
も
伺
う
。

　

一
般
的
に
調
査
、
実

施
設
計
を
行
い
、
そ
の

後
工
事
を
実
施
す
る
。
補
助
事

業
の
対
象
範
囲
は
、
通
常
、
実

施
設
計
と
工
事
と
な
る
。

　

基
本
的
に
は
５
年
間

計
画
の
要
望
、
申
請
を

経
る
こ
と
で
、
実
施
設
計
と
工

事
の
み
補
助
さ
れ
る
も
の
と
聞

い
た
が
、
今
後
の
調
査
や
計
画

予
定
を
伺
う
。

　

瀬
田
地
区
と
関
ヶ
浜

地
区
で
は
昨
年
の
調
査

結
果
を
基
に
、
改
築
事
業
を
進

め
て
い
く
。
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
は
「
大
規
模
下
水
道
管
路

特
別
重
点
調
査
」（
地
図
参
照
）

を
優
先
し
実
施
す
る
。

　
「
事
業
に
充
て
る
資

金
・
財
源
」
に
つ
い
て
。

改
築
・
修
繕
を
す
る
費
用
は
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
令
和
3
年
策
定
）
を
見
直
す

の
か
。　

昨
年
和
木
町
の
下
水

道
会
計
は
公
営
企
業
会

計
に
移
行
し
て
い
る
の
で
、
そ

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

課
長

課
長

課
長

課
長

課
長

課
長

下水道施設の更新費用推計（2021 から 2060 年度まで）
改訂版和木町公共施設等総合管理計画（P22）より引用

平準化

 町内にある管径 2 m 以上の管（今年度調査予定場所）

雨水管渠

雨水管渠

合流管渠

雨水管渠

Q　下水道事業の財政面は
　どう進めていくのか

A基本的には事業費の平準化を
目指していく

三分一 淳 議員
さんぶいち じゅん

動画はこちら

都市建設課長
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学
校
と
も
各
学
年
８
時
間
程
度

計
画
さ
れ
て
お
り
︑
お
お
む
ね

達
成
で
き
て
い
る
︒
天
候
状
況

に
よ
り
達
成
で
き
な
い
場
合

は
︑
予
備
日
も
計
画
し
て
お
り
︑

十
分
達
成
で
き
て
い
る
︒

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
︑
教
育

委
員
会
と
し
て
は
︑
事
業
の
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
︒

　

今
年
に
入
っ
て
も
物

価
の
高
騰
︑
コ
メ
の
価

格
上
昇
が
続
い
て
い
る
︒
現

状
で
の
食
材
費
の
見
直
し
の

必
要
や
追
加
の
補
正
が
必
要

で
は
な
い
か
︒

　

令
和
７
年
４
月
か
ら

１
人
当
た
り
の
賄
い
材

料
費
の
単
価
を
改
定
し
た
が
︑

今
後
の
予
測
が
難
し
い
た
め
︑

予
算
が
不
足
す
る
場
合
は
補

正
で
の
対
応
等
を
検
討
し
た

い
︒　

小
中
学
校
で
は
︑
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
に

よ
り
︑
プ
ー
ル
の
利
用
停
止

が
多
く
発
生
す
る
︒
現
在
ま

で
の
授
業
日
数
と
達
成
状
況

は
︒　

プ
ー
ル
で
行
う
実
技
と

講
義
を
合
わ
せ
て
10
時
間

程
度
が
授
業
時
数
で
︑
水
泳
の

実
技
指
導
に
つ
い
て
は
︑
小
中

　

公
立
校
24
年
度
調
査

の
英
語
教
育
実
施
状
況

調
査
の
結
果
は
︒
ま
た
本
町

の
英
語
の
学
力
は
伸
び
て
い

る
の
か
︒

　

24
年
度
英
語
教
育
実

施
調
査
で
は
︑
中
学
３

年
生
全
体
の
英
語
力
に
つ
い

て
︑
５
割
程
度
の
生
徒
が
英
検

３
級
以
上
相
当
の
結
果
︒
本
町

の
英
語
力
は
︑﹁
英
検
３
級
相

当
以
上
の
中
学
生
が
６
割
以

上
﹂
の
指
標
を
し
て
お
り
︑
国

の
指
標
を
上
回
っ
て
い
る
︒

　

教
師
負
担
軽
減
の
た

め
︑
ク
ラ
ブ
活
動
を
外

部
の
指
導
員
に
任
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
︑
ト
ラ
ブ
ル
な

く
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
︒

　

地
域
展
開
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
︑︑
テ
ニ

ス
部
の
み
で
︑
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
︑
円
滑
に
運
営
で
き
て

い
る
︒

　
国
際
交
流
事
業
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
応
募
状
況
と
︑
参
加

者
の
負
担
は
予
算
通
り
で
可

能
か
︒　

定
員
20
名
に
対
し
︑

12
名
の
応
募
が
あ
り
︑

予
算
内
の
25
万
円
で
可
能
で

あ
る
︒　

国
際
交
流
事
業
と
し

て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事

業
の
見
直
し
は
考
え
て
い
る

か
︒　

語
学
力
の
向
上
︑
国
際

感
覚
を
養
う
こ
と
︑
異
文

化
へ
の
理
解
︑
子
ど
も
た
ち
の

主
体
性
の
向
上
︑
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
な
ど
多

委員会委員会
ナ　ウ

ニュージーランドホーム
ステイ先にて

泳ぎより浮くことを重視

　

主
に
小
学
生
で
は
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
︑

中
学
生
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
等

に
お
い
て
︑
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
等
が
出
る
よ
う
な
暑

い
日
は
︑
活
動
へ
の
対
応
が

決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
︒

　

各
指
導
者
に
安
全
管

理
の
義
務
が
付
け
ら
れ

て
お
り
︑
原
則
と
し
て
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
時
は
活
動

を
禁
止
す
る
︒
ま
た
1
時
間

お
き
に
全
員
が
冷
房
の
効
い

た
部
屋
で
休
む
ク
ー
リ
ン
グ

︵
中
村
委
員
︶

英
語
検
定
の
状
況
は

︵
三
分
一
委
員
︶

プ
ー
ル
授
業
の
実
態

︵
兼
本
委
員
︶

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
へ
の

応
募
状
況

︵
中
村
委
員
︶

中
学
校
の
ク
ラ
ブ

　
　

活
動
に
つ
い
て

︵
上
田
委
員
︶

学
校
給
食
の

　
　
　

食
材
費
は

︵
三
分
一
委
員
︶

小
学
生
・
中
学
生
の

　
　
　
　
　

活
動
は

︵
灰
岡
委
員
︶

減
少
が
続
く

　
　　

出
産
施
設

タ
イ
ム
を
設
け
た
り
︑
塩
分

補
給
飴
を
配
布
す
る
等
の
対

応
を
す
る
︒
休
暇
中
に
お
い

て
も
平
常
時
と
同
様
︑
平
日

２
日
︑
休
日
１
日
の
活
動
と

し
︑
子
ど
も
達
に
休
養
を
取

ら
せ
る
︒

　

近
年
里
帰
り
出
産
が

減
り
︑
自
分
が
住
ん
で

い
る
地
域
の
産
科
医
院
で
の

出
産
が
多
い
よ
う
だ
が
︑
産

後
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
の
か
︒

　

和
木
町
で
里
帰
り
出

産
は
︑
妊
娠
届
出
者
数

の
４
～
５
割
の
方
︒
里
帰
り

出
産
を
し
な
か
っ
た
方
か
ら
︑

出
産
施
設
の
減
少
に
伴
う
受

入
れ
拒
否
の
よ
う
な
相
談
は

特
に
な
い
︒

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
兼
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
︑

妊
娠
届
の
際
の
面
談
か
ら
︑

保
健
師
に
よ
る
伴
走
型
支
援

を
行
い
︑
育
児
不
安
の
軽
減

や
母
子
の
愛
着
形
成
の
た
め

に
も
︑
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
産
後
ケ
ア
事
業
等
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
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テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修

工
事
に
対
す
る
基
金
積

立
の
最
終
額
と
︑
改
修
工
事

費
の
最
終
見
積
額
を
問
う
︒

　

基
金
積
立
の
最
終
額

は
改
修
工
事
の
最
終
設

計
金
額
に
応
じ
て
調
整
す
る
︒

今
年
度
残
高
は
︑
６
６
０
０

万
円
の
見
込
み
︒
最
終
金
額

は
︑
現
時
点
で
は
設
計
段
階

の
た
め
不
明
︒

　

改
修
工
事
に
は
︑
石

油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策

等
補
助
金
が
活
用
さ
れ
て
い

委員会委員会
ナ　ウ

手すり設置の要望かなうか

今年度中に実施設計完了のテニスコート

る
が
︑
以
前
よ
り
柔
軟
に
活

用
で
き
る
の
か
︒

　

令
和
８
年
度
ま
で
は
︑

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
の

基
金
へ
充
当
す
る
予
定
で
あ

る
が
︑
今
後
の
活
用
は
決
定

し
て
い
な
い
︒
活
用
は
町
道

の
整
備
事
業
に
一
部
活
用
し
︑

各
課
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い

て
検
討
す
る
︒

　

自
治
会
か
ら
の
手
す

り
設
置
要
望
に
つ
い
て

回
答
が
出
て
い
る
が
︑
内
容

を
確
認
す
る
︒

　

手
す
り
を
︑
分
館
門

扉
側
に
１
か
所
︑
山
側

に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
い

る
︒
中
央
階
段
に
手
す
り
を

設
置
し
て
い
な
い
の
は
︑
建

築
基
準
法
上
︑
高
さ
１
ｍ
以

下
の
階
段
に
は
手
す
り
は
不

要
で
あ
る
こ
と
︑
両
サ
イ
ド

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
立
ち
上

が
り
が
な
い
の
で
︑
手
す
り

を
付
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
︒

　

建
築
基
準
法
に
則
っ

た
判
断
で
町
民
の
安
全
︑

危
険
を
回
避
で
き
る
の
か
︒

　

現
場
を
見
て
善
処
す

る
︒

　

中
道
の
グ
レ
ー
チ
ン

グ
と
蓋
の
が
た
つ
き
の

改
良
が
進
ん
で
い
な
い
︒
優

先
順
位
は
あ
る
の
か
︒

　

町
道
改
良
は
︑
舗
装

の
劣
化
状
況
や
交
通
量

等
を
考
慮
し
︑
優
先
順
位
を

決
め
て
い
る
︒

　

役
場
職
員
の
和
木
町

居
住
割
合
は
50
％
程
度

と
聞
い
て
い
る
が
︑
災
害
時

に
庁
舎
に
出
勤
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
る
︒﹁
ス
タ
ー
リ
ン

ク
回
線
﹂
の
環
境
を
整
え
る

検
討
を
で
き
な
い
か
︒

　

役
場
業
務
シ
ス
テ
ム

は
︑
外
部
と
隔
離
し
た

業
務
専
用
の
通
信
回
線
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
リ
ン
ク
回
線
を
利
用
し

て
の
業
務
は
で
き
な
い
︒

　

工
事
の
進
捗
状
況
と

騒
音
対
策
を
問
う
︒

　

さ
く
ら
遊
園
地
横
の

小
山
の
撤
去
に
向
け
た

進
入
路
の
整
備
を
実
施
し
︑

今
後
︑
歩
道
の
移
設
を
行
う

予
定
︒
夜
間
作
業
や
特
殊
工

事
の
予
定
は
無
く
︑
特
段
の

騒
音
対
策
は
必
要
無
い
と
思

わ
れ
る
︒

　

工
事
に
よ
り
災
害
な

ど
が
起
き
る
可
能
性
に

つ
い
て
︑
県
と
の
確
認
が
取

れ
て
い
る
の
か
︒

　

県
道
蜂
ヶ
峯
公
園
線

に
つ
い
て
は
︑
発
注
者

の
岩
国
土
木
建
築
事
務
所
が
︑

施
行
業
者
と
協
議
を
行
い
適

切
に
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
︒
協
議
・

調
整
に
お
い
て
も
︑
必
要
に

応
じ
︑
連
絡
を
受
け
て
い
る
︒

工事中の県道蜂ヶ峯公園線
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土
木
・
建
設

防
災

︵
兼
本
委
員
︶

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　
　

改
修
工
事

︵
嘉
屋
委
員
︶

道
路
改
良
工
事
の

　
　
　

優
先
順
位
は

︵
小
林
委
員
︶

県
道
蜂
ヶ
峯
公
園
線

　
　

の
工
事
状
況
は

︵
三
分
一
委
員
︶

ス
タ
ー
リ
ン
ク
回
線

（
衛
星
通
信
）
に
つ
い
て

︵
上
田
委
員
︶

蜂
ヶ
峯
公
園
へ
の

　
　
　
　

防
災
道
路

地域の課題をクローズアップ地域の課題をクローズアップ地域の課題をクローズアップ その2その2その2

︵
兼
本
委
員
︶

公
民
館
関
ヶ
浜
分
館
の

階
段
手
す
り
設
置
は



　

和
木
町
で
健
康
寿
命

に
つ
い
て
統
計
を
と
っ
て

い
る
の
か
︑
ま
た
女
性
の
健
康

寿
命
の
現
状
を
問
う
︒

　

町
で
は
独
自
に
健
康

寿
命
を
算
出
せ
ず
︑
県

の
公
表
デ
ー
タ
を
活
用
し
て

い
る
︒
令
和
２
年
度
は
男
性

79
・
58
歳
︑
女
性
84
・
60
歳
︒

平
成
27
年
度
の
︑
男
性
78
・

91
歳
︑女
性
82
・
99
歳
に
比
べ
︑

男
女
と
も
に
延
び
て
い
る
︒

　

現
在
︑
遊
具
が
撤
去

さ
れ
︑
防
草
シ
ー
ト
が

貼
ら
れ
た
状
態
だ
が
︑
今
後

の
活
用
案
は
あ
る
の
か
︒

　

現
時
点
で
は
防
草
対

策
と
し
て
シ
ー
ト
を
設

置
︒
敷
地
の
中
心
部
に
防
火

水
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た

め
︑
活
用
す
る
に
も
考
慮
が

必
要
で
あ
る
︒
今
後
︑
坂
根

団
地
の
改
築
事
業
を
行
う
た

め
︑
要
望
が
あ
れ
ば
作
業
ヤ
ー

ド
等
と
し
て
使
用
す
る
︒

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
開

発
を
行
う
団
体
︑
民
間

業
者
が
出
た
場
合
︑
補
助
等

の
検
討
は
す
る
の
か
︒

　

民
間
団
体
等
が
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
を

開
発
す
る
た
め
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
︑
補
助
を
す
る
こ

と
は
検
討
し
て
い
な
い
︒

　

岩
国
基
地
に
隣
接
す

る
和
木
町
に
と
っ
て
も
︑

配
備
に
関
し
て
の
情
報
提
供

に
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
︑

対
応
に
つ
い
て
問
う
︒

　

５
月
27
日
に
︑
中
国

四
国
防
衛
局
よ
り
メ
ー

ル
に
て
︑
岩
国
基
地
に
展
開

し
て
い
る
第
２
１
１
戦
闘
攻

撃
中
隊
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
を
受
け
て
い
る
︒
今
後
も

米
軍
及
び
国
の
動
向
を
注
視

し
︑
県
︑
岩
国
市
と
連
携
し

な
が
ら
情
報
収
集
に
つ
と
め
︑

地
元
自
治
体
に
情
報
提
供
を

迅
速
か
つ
適
切
に
行
う
よ
う

国
に
要
請
し
て
い
く
︒

　

ゴ
ミ
出
し
の
現
状
と

分
別
さ
れ
た
無
記
名
の

ご
み
は
︑
収
拾
さ
れ
る
の
か
︒

ま
た
高
齢
者
宅
の
直
接
収
集
︑

普
及
率
を
問
う
︒

　

人
口
減
少
に
伴
い
総

量
自
体
が
減
り
︑
ル
ー

ル
違
反
ご
み
の
件
数
も
減
っ

て
い
る
︒
た
だ
︑
野
良
猫
や

カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
る
事
例

や
︑
指
定
日
以
外
の
ご
み
が

出
さ
れ
る
事
例
が
見
ら
れ
る
︒

　

取
り
残
し
ご
み
の
対
応
が

自
治
会
の
負
担
と
な
る
た
め
︑

﹁
分
別
さ
れ
て
い
る
が
︑
名
前

が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
﹂

を
試
験
的
に
収
集
し
て
い
る
︒

　

高
齢
者
宅
の
直
接
収
集
に

つ
い
て
︑
現
在
は
13
世
帯
が

利
用
︒

　

霊
園
の
現
状
と 

物
価

高
騰
の
折
か
ら
︑
価
格

は
現
状
の
ま
ま
で
い
い
の
か
︒

　

本
町
が
管
理
し
て
い

る
道
海
公
園
霊
園
は
５

４
０
区
画
で
︑
既
設
区
画
の

ほ
と
ん
ど
が
使
用
さ
れ
て
い

る
︒﹁
墓
じ
ま
い
﹂
等
に
よ
る

区
画
の
返
還
が
あ
れ
ば
使
用

者
を
募
集
し
て
い
る
︒
霊
園

の
永
代
使
用
料
は
令
和
６
年

度
に
56
万
円
を
60
万
円
に
引

き
上
げ
た
︒
墓
石
の
設
置
工

事
費
や
清
掃
等
の
維
持
管
理

費
も
高
騰
し
て
お
り
︑
他
の

市
町
の
動
向
を
踏
ま
え
妥
当

な
価
格
を
設
定
し
て
い
く
︒

委員会委員会
ナ　ウ

︵
三
分
一
委
員
︶

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　

へ
の
補
助
は

︵
森
脇
委
員
︶

住
民
の
意
識
が

問
わ
れ
る
ゴ
ミ
の

出
し
方
は

︵
上
田
委
員
︶

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
３
５
Ｂ

飛
行
部
隊
が
新
た
に
配
備
さ

れ
た
件
に
つ
い
て

︵
森
脇
委
員
︶

道
海
公
園
霊
園
の

　
　
　
　

今
後
は

︵
津
島
委
員
︶

坂
根
団
地
公
園
の

　
　
　
　

今
後
は

︵
灰
岡
委
員
︶

町
民
の
健
康
寿
命
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

健康寿命のための町の取組み

区画のほとんどが使用中の道海公園

防草シート設置中の坂根団地公園

町
政

福
祉

生
活
・
環
境
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感覚や感情に働きかけて
想像力を伸ばしましょう☆

～親子すくすく☆懇談会～

議会と岩国短大とのコラボ企画です。岩国短大の朝倉なぎさ教
授の表現あそびや学生さんのパネルシアター、子育てカフェを予
定しています。学生による預かり保育もしています。お気軽にご
参加ください。

申込み
不要

今年の町づくり懇談会は議会と子育て世代で!!
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携
帯
電
話
な
の
に
電
話
（
通
話
）

は
し
な
い
。

　
い
ま
、
相
手
が
通
話
で
き
る
状
況

に
あ
る
の
か
な
い
の
か
分
か
ら
な
い

た
め
、
L
I
N
E
で
の
連
絡
が
増
え

ま
し
た
。

　
会
話
を
し
て
用
事
を
伝
え
る
こ
と

な
く
、
文
書
で
の
連
絡
の
機
会
は
格

段
に
増
え
て
、
そ
の
都
度
、
打
ち
込

ん
だ
文
章
（
文
字
）
が
間
違
っ
て
い

な
い
か
、
ち
ゃ
ん
と
意
味
（
意
思
）

は
伝
わ
る
の
か
、
何
度
も
読
み
返
し

て
は
送
信
ボ
タ
ン
を
ポ
チ
ッ
と
。

　
そ
れ
で
も
時
々
起
こ
っ
て
し
ま
う

「
読
み
手
」と「
書
き
手
」の
取
り
違
い
。

L
I
N
E
は
慌
て
て
送
ら
ず
、
慌
て

て
読
ま
ず
。
皆
さ
ん
ご
注
意
を
。

　
そ
し
て
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
も

ゆ
っ
く
り
と
慌
て
ず
に
読
ん
で
く
だ

さ
い
ね
。

（
津
島 

宏
保
）

議長 兼 本 信 昌

森　脇　明　美
広報広聴委員長

上田  丈二　　中村  充子
明本  光弘　　津島  宏保

広 報 部

発行責任者

関ヶ浜地区で始まった
「インドアモルック」の会を取材し、
皆さんにモルックの楽しさ、難しさを
インタビューしました .

みんなで和気あいあいとできる。
沢山倒したら嬉しい。

男女年齢問わず、
みんなで楽しめる。

モルックを投げる角度、
標的に直に当てるのが
難しい。

モルックが思った
所に転がらない。

初めてでも
参加できる
ところ。

チームワークが
大事なところ。 仲間の絆が強まるところ。

数を倒すよ
り、

一本は難し
い。

皆とわいわい
言いながら楽しく
できた。

年齢や体の状態に
かかわらず、誰でも
楽しめる。

最後の５０点にもって
いくのが面白いけど
難しい。

転がりの予
想が

つかないこ
と。

モルック棒が円筒形で、
イレギュラー回転するので、
狙いが定まらない点。
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